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歴史ある

ふるさとの夏まつり

～古川七夕まつり～

昨夕は七夕のことにて　町内各戸の軒に笹竹を樹て　

短冊何や角と思い思いに意匠を凝らして祭りたり　

　　　　                      　「河北新報」明治 34 年 8 月 21 日

古川商店街景気挽回の催し　七夕と旧盆を機して　懸賞付

の宣伝計画 　　　　　　　　　「河北新報」昭和 6 年 8 月 3 日

古川の町の美観　天国の恋を寿ぐ　人の波全町内をうねる
仙台にも劣らぬ素晴らしい飾付　七夕祭空前の賑わい

   　　　     　 「河北新報」昭和 7 年 8 月 9 日

　七夕は古くから行われている日本の伝統行事で、本来旧

暦７月７日の行事でした。江戸時代には五節句 (1 月 7 日の

人日、３月３日の上巳、５月５日の端午、７月７日の七夕、９月

９日の重陽）の一つにも数えられ、一般にも盛んに行われる

ようになりました。竹竿に飾りをするようになったのも、

そのころからといわれています。

　明治 34 年の新聞記事には、各家庭で七夕飾りを飾って

いた記述があります。東北では気候の影響からか、新暦

の 8 月に七夕をするようになり、古川の商店街で昭和６

(1931) 年に、懸賞付の七夕飾り競技会が開催されたこと

で、この地方の夏を代表する夏のお祭り「古川七夕」の原型

が出来上がりました。

　しかし、間もなく戦時色が濃くなると街から七夕飾りは

消えてしまいます。やがて戦争が終わり、国民が敗戦から

立ち上がろうとしている昭和 22(1947) 年、昭和天皇が全

国巡幸された際、古川ではたくさんの七夕飾りで歓迎しま

した。これが、現在に続く「古川まつり」のはじまりで、こ

こに「古川七夕」は見事に復活しました。

　その後、戦後の復興から商店街の振興

や観光イベントとして発展して今日に至

ります。今年の「古川七夕」は、地震災害

からの復興の願いを込めて、ひときわ輝

きを増すことでしょう。

※大崎市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

七日町通りの七夕飾り ( 昭和 20 年代 )。右奥の白い建物は古川中央映画館。




